
 
 

 

特集１ 平成 27 年度北陸信越⼯学教育協会 年次 ンポ ウム 

開 会 の 挨 拶 

 

陸信越工学教育協会 会長 

金沢工業大学 学長 

石 川 憲 一 氏 
 

只 紹 を戴 た 陸信越工学教育協会

会長 金沢工業大学学長 石川 憲一 い

27 度 協会 次 ン

ウ を 工教活性 ワ キング 5 間 取組

果 課題 題 開催致 た 度

大変 多用 中を多数 会員 方々 参加戴

誠 難う い た 衷心 感謝申

 

扨 顧 協会 工教 昭和 27(1952)

金沢大学工学部 い 設立趣意書を高々

掲 創立総会 開催 疲弊 た 国を工学

教育 立脚 た人 育 を通 た工業力 進展

再生 べ 勇躍 船出致 た

古来 名言 唐 第 2 代 帝 太宗

創業 易 守 難 示唆 う 何

事 新 始 容易 あ そ を然

べ 運営 守備 い 方 難 い

喩え う 工教 創立後半世紀を過 人間

言え 還暦 を迎え 頃 所謂 ンネ 顕

在 た そ 草創期 先人達 熱情

想いを馳 創立 60 周 を期 た記念 ン

ウ 開催を企画 24 3 当酒井

ア ホ い 開催致 た そ

内容 会報 60 周 記念号 発行

次 60 向 た礎 築 た 考え

 

そ 陸信越地域 工学教育 底 更

活性 を目指 福井大学 橋 明弘先生を中

心 工教活性 ＷＧ を立ち 5 間

活動計画 鋭意検討を重 戴 た  

回 次 ン ウ 工教活性 ＷＧ

掉尾を飾 相応 大変 多用 中を次

方々 理工系人 育 い 講演戴

た  

先 初 基調講演 前国立研究開発法人 

物質 料研究機構 理事長 潮田 資勝先生

長 国内外 亘 教育 研究 経験を踏 え

21 世紀 理工学教育 い 題 講演を

戴  

次 招待講演 公益社団法人 工学教

育協会専務理事 剣持庸一氏 工学教育協会

現状 課題 題 講演を戴 案内

う 工教 各地区工教 創立以来大変密接

関係を 毎 開催 次大会

工教 各地区工教 協力 実 16

度 300～400 件 講演発表 行わ

 

茲 一 休憩を挟 先程 紹 致 た福

井大学 橋  明弘先生 活性 ＷＧ 間

を振 返  ―現状 課題― 題 講演を

戴 講演 活性 ＷＧ 検討 果等

い 詳細 内容 プ ンテ ョン  

最後 講演 致 ア コンサ タ

ンツ 株 代表取締役 大深 伸尚氏 工教

間を振 返  ―企業会員 視点 ―

題 講演を戴 従来 大深氏 人 育

大変 熱心 あ 工教 総会や石川県支部総会

勤 近 参加 参 た 企業人

視点 工教を 高等教育機関 実践 工

学教育 技術者教育 対 アドバイ 更 叱

責を戴 う 願い申  

ン ウ 石川工業高等専門学校校長 

健一郎先生 閉会挨拶を以 終了致  

尚 工教活性 ＷＧ 間 取組 果 並

び 講演戴 た内容 会

報第 64 号 掲載 会員各位 手元 届

予定 あ  

以 を ン ウ 開会 挨拶

戴  

清聴 難う い た  
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